
子どもとその家族を支え続けること
～みんながつながり支え合う支援を考えてみませんか～

訪問看護ステーションかしわのもり

統括所長 松山なつむ

自宅で療養する小児のケア

2026.8.28 13：30～15：30



特定非営利活動法人 かしわのもり

訪問看護ステーションかしわのもりの特徴

母体は
NPO法人

2003年

1月設立
へき地
医療

かしわのもりの取り組み

①公的サービス・事業

・訪問看護事業
・相談支援事業

・居宅介護支援事業所

・認知症対応型通所介護

・小学校等における医療的ケア児支援事業

・北海道小児等在宅医療連拠点事業地域拠点事業
・十勝地域BCP

保健師

２名
看護師

４名

社会福祉士

２名

かしわのもりのスタッフ

大工
1名

②独自事業

・ケアカフェとここから実験室

（発達障害の子どもたちとそのご家族への支援）

・講演会、ワークショップ

・日本在団みらいの福祉施設建築プロジェクト2021

・その他
管理栄養士

1名
理学療法士

1名
介護福祉士

1名
デイスタッフ

３名
ケアマネ

１名

Café

スタッフ

２名



北海道、十勝、鹿追町とは

地理的条件と歴史から、十勝というエリアの中で経済が循

環し完結する風土がうまれた。

十勝モンロー主義と言われ、経済だけでなく、医療・福祉も

同様に市町村単位ではなく、オール十勝でまとまることの

強さがある。

東京都

歴 史

地 理

風 土

北海道は、屯田兵と呼ばれる公務員が開拓したエリアと

民間会社が開拓したエリアがある。

十勝は民間が開拓したエリアであり、民間が中心となって

新しいことを創出する文化がある。

北海道は14地域に分かれ、十勝が最も広い面積を有する。

平地が多く、1次産業が盛ん。食料自給率は1220％（2020年）

標高2000ｍ級の日高山脈を越えなければ、札幌等の主要都市

行くことができない。

大阪府



人生50年時代の頃

病気があるかないか

↓

病気を取り除く=治療

治るか亡くなられるか

人生80年→100年の時代へ

【疾病構造の変化と医療の進歩】

75才以上の後期高齢者になると２つや３つの
病気や障害と共に生きていく時代

↓

人々の生命だけでなく、心と生活を守り、

QOLを保証する、つまり、生活者として包括

的に人をみて、全人的なケアが求められる。

人口構造の変化





「自らその地域にコミットし、健康課題をもつ人々と共にあり、

暮らしを乱さない方法で、おせっかい度をわきまえながら国民の

健康の維持・向上に寄与できる人」 （地域包括的看護人材とは）

聖路加国際大学大学院看護学研究科

教授山田雅子氏 2022.7.15 ほうもん看護連載

地域における在宅医療推進のために訪問看護ができること



件名：求む！愛のパワー！

突然で想像がつかないだろうけれど、わが愛しの一誠は、今東◯病

院のICUで死と闘っているの。今夜がヤマらしい。よくなるように、皆で、

一誠に愛のパワーを送ってあげて!!

2011/1/26

件名：ありがとう

ICUに入って1週間がんばりましたが、今朝1時２９分

我が愛しの長男 一誠は、2歳10か月の命を終わらせました。

最後の最後までがんばりきった一誠には、沢山の愛と優しさを

もらいました。また生まれ変わっても、私達のもとに帰ってき

てくれると信じています。

沢山応援してくれて、どうもありがとう。愛しています。

2011/2/3

2008.3.25

2010.7～9

2024.9.7

2003.1.１



在宅で暮らす医療的ケア児が増加

北海道小児等在宅医療連携拠点事業

地域拠点事業 2018年

（いぇーるinとかち）





医療的ケア児の日常生活の様子

ベッドの周辺に人工呼吸器・吸引器などの医療機器やおむつやガーゼ
手袋などの衛生材料が置かれている。
退院後から段々と使い勝手よい配置になっていく。



医療的ケア児の日常生活の様子

吸引器のまわりのそれぞれ
色々な工夫をされていて参考になる



医療的ケア児の日常生活の様子

吸引器のまわりのそれぞれ
百均などのグッズであれこれと工夫



災害時に備えて

薬剤・医材・おむつ等の日常生活用具を、72 時間・１週間単位で備蓄
（変更や規格が変わる時には要注意）





【お母さんお父さんの思い・兄弟姉妹への配慮・保育、教育との連携】

小児の訪問看護：保育園・小学校にも



地域で暮らす医療的ケア児



小学校や中学校に（2010年度～）

・新得小学校 胃ろう
・鹿追瓜幕小学校 胃ろう
・芽室西小学校 血糖測定 →5年生で看護師配置卒業

宿泊学習と就学旅行に同行→中学校は2ヶ月だけ移行期支援

・鹿追小学校 間欠導尿
・新得町屈足南小学校 血糖測定 インスリンポンプ管理
・中札小学校 血糖測定
・芽室小学校（3名） 人工呼吸器・胃ろう/胃ろう/経鼻経管栄養
・幕別町札内南小学校 他の訪問看護ステーションの後方支援



これまで独自に取り組んでみたこと

１自宅以外で訪問看護師が必要とされた場へ：学校看護師委託事業

２十勝地域に足りないと言われたサービスを：レスパイト入院（医療型）

３地域で暮らす医療的ケア児が増えてきたのであれば資源は有効に：

【大切にしている思い】
・小さなステーションができることは大した事ないと自覚しつつ、スケールメリットは

最大限に活用して、先ずは始めてみる
 ・始まりは一人の一つの家族の「困った」を丁寧に考える
 ・次の子どもたちへとつなげられる仕組みと予算を考える

      やってみて気付いたこと
 ・小さな町の取り組みでも、同じ規模の町の誰かの力になる

  ・前例が少し大きな町の取り組みのヒントになり、応用編で活用される
  ・続けていくうちに制度や別の仕組みにつながる



小学校や中学校に（2010年度～）

【心に留めていること】
・中心にこども、学校の現場で授業等を組み立てるのは教師。
その外側に看護師。つまり、医療が優先の場ではない。

・いつ頃まで看護師が必要か、導入前から関係者と協議して、
いつかは自立（セルフケア）を目指す。

・一つのステーションや方法ではなく、複数のテーションが
対応でき、その時々の最適をみつける。

2025度から取り組み始めたこと

中学校への移行や同時期複数名の対象者への対策として
認定特定行為業務従事者と喀痰吸引等に係る登録特定行為事業者の登録

看護師以外の従事者（保育士等）が、特定の児童に特定
の医療行為を行えるように体制を整えてみた。

学校の反応
えっ！ 看護師さんでなくて大丈夫なの？

特定行為業務従事者
緊張しますー
→めっちゃかわいい がんばります！



小学校の自立活動授業に協力



小学校での個別授業の様子



北海道鹿追町の概要

【人口】             5,266 人

【高齢化率】 31％

【面積】   400㎢

【基幹産業】 農業・観光

鹿追町

帯広市

札幌市



在宅で暮らす医療的ケア児が増加

北海道小児等在宅医療連携拠点事業

地域拠点事業

（いぇーるinとかち）

https://yell-tokachi.com/



YeLL（全道事業）の主たる事業の６つ

１聞く・話し合う ：協議会（話し合いの場）への参加

２集める・届ける    ：地域資源の情報収集と発信

３教える・育む    ：仲間（医療機関）を増やす活動

４つながり合う              ：福祉・保育・教育関係者の皆さんとの連携

５受け止める・支える   ：患者さん・ご家族の相談窓口

６伝える・拡げる          ：ご家族の支援、道民の理解促進

いぇーるinとかちとして地域拠点事業（2018年～ 137万円/年）

事務局機能として訪問看護ステーションかしわのもりが受託
小さなのステーションだけでできることはわずか

↓
地域の仲間に声をかけて…
医療職だけでなく、福祉・教育・地域活動するキラキラしている人が集まり
はじまりました。

いぇーるinとかちのはじまり





いぇーるinとかちのあゆみ
2017/05 2018/05 2019/05 2020/05 2021/05 2022/05 2023/05 2024/05
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研修会の様子



五感De運動会





鹿追町ホームページにも掲載中
https://www.town.shikaoi.lg.jp/kurashi/iryo_fukushi/ko
sodate/iryoutekikeaji-guidebook/

https://www.town.shikaoi.lg.jp/kurashi/iryo_fukushi/kosodate/iryoutekikeaji-guidebook/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/kurashi/iryo_fukushi/kosodate/iryoutekikeaji-guidebook/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/kurashi/iryo_fukushi/kosodate/iryoutekikeaji-guidebook/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/kurashi/iryo_fukushi/kosodate/iryoutekikeaji-guidebook/


各々の地域にあるガイドブック等の活用



グリーフケアもなるべく構えずに…



利用できるレスパイト入院を

音更病院でレスパイト入院ができるよう

・看看連携のつながりから「地域で困っていることで何かお手伝いできないか」
と声をかけられたのがきっかけ

・2組の家族に協力をお願いして体制整備とスタッフ研修を重ねて、コロナ禍に
ゆっくりと準備

・現在は系列の病院でも門戸を開いて、複数のこども達から成人や重度行動障害
のこどもさんなど対象を広げ、利用の仕方も定期や不定期、理由も様々

【心に留めていること】
・医療型レスパイトにて利用する側と受け入れ側の
あゆみよりは必要

・医療から指導は極力しないであくまでレスパイト
・入浴が利用目的など想定外も。別の課題解決への
資源とならないか



3：家族の想い

・レスパイト入院利用のきっかけ
→泊りで預けられる場所がなく、いざというときの預け先の確保

・実際にレスパイト入院を使ってみて
→入院準備も荷物が少なくなるよう、病院の配慮がある
受け入れてもらえているという安心感

・子供たちの様子・変化
→楽しいよ～！と、遊びに行っている感覚
お泊り会気分
家ではみられない成長、社会性を身に着けることができている

・今後について
→十勝に2か所あるという安心感がすごい！ほかにも興味のある人は多い



3：関係者の想い

＜病院＞
・こわさはあるが、抵抗感はなくなった
→声掛けの工夫、関わり方を大切にする気持ち
⇒結果、看護師のスキルが上がった！

・病院は福祉や介護のことがわからない
だからこそ、交流したい！

・家族の役に立てている
地域の役に立っている
⇒病院全体が、すごくいい雰囲気になってきたと感じている



3：関係者の想い

＜相談支援専門員＞
・「育児負担の軽減」があり、昼夜ケアしている保護者のホッと一息
の時間であるとともに「心身の自立に向けた経験の場」としての機能

・自宅や学校だけが生活の場ではない
→興味関心の広がりにつながり、自立への学びへ
⇒郡部、過疎地でも医療的ケア児を「地域で育てる」という想い

＜訪問看護＞
・医療型レスパイトにて利用する側と受け入れ側のあゆみよりは必要
・医療からの指導は極力せずにあくまでレスパイトとしての機能を重視
・入浴が利用目的など当初想定外のニーズにも対応してもらえている
・普段ご家族がされているケアを見直しきっかけにもなっている























いぇーるinとかちの今年度の取り組み



〈マイクロハピネス〉
本人らしい日課、本人の気持ちがほころぶこと
小さな幸せ・楽しみ、こだわり

〈生活の知恵〉
苦手なことが増えてきてもそれでいいと思えたり、やって
みようと思えるように、見方・とらえ方を変える、やり方
を変える、周囲の手を借りるなどの工夫や知恵

可能性指向のケアのポイント可能性指向のケアのポイント





ワクワクする 行動する ふりかえる

共創とは誰かと一緒にやってみること



マイクロハピネスの収集



いまもこれからも大切にしていきたいこと

いま足りないのは、福祉施設の

入りやすさ

専門性
関係性

治療
暮らし

くすり
参加

大切にしていること





図面
図面

築60年の空家となっている既存れんが造農家を宅老所(通所型デイサービス）へ
とリノベーションし、更に地域の人々が利用できるカフェやオープンスペースを
新たに増築することで地域福祉拠点へとコンバージョンを図っている。北海道に
残るれんが造などの組積造の建物は現代の用途変更に適合できずに解体されてし
まうケースが多々見られるが、本プロジェクトでは持主・事業主・地域住民の想
いから、現行法規への適合を行うことで「れんがの家」を活かした改修・増築計
画を行った。

地域の人からは「れんがの家」という愛称で親しまれていた空家となっていた農家

アダプティブリユース ／ 空家農家の転用

NPO法人かしわのもりが、地域福祉の拠点となる開かれた福祉施設にコンバージョン

＊日本財団主催の第１回「みらいの福祉施設建築プロジェクト2021」（事業主と建築家が組んで応募
する新しい試み）の助成を受けている。全国から472事業の応募があり６事業が選定されている。

□アダプティブリユース ダイアグラム



日本財団 みらいの福祉施設建築プロジェクト2021



松本家の歴史、地域の生活、やってみたいこを話し合う

話し合いは全4回開催 やってみたいことが模型となり
興奮の記念撮影

今後の活動イメージが湧き、地域活動が始まる予
感

れんがの家の外構は、地域の方々と一緒に検討













「自分たちのことをもっと知ってもらいたい」



とかちの医療的ケア児を応援する

「ココいる」

医療的ケア児とは、人口呼吸器や胃ろう、たんの吸
引や経管栄養など、医療的ケアが日常的に必要な子ど
もさんのことです。全国に推定２万人いると言われて
います。
「ココいる」は「ぼくは、わたしは、ここにいる

よ」と声を出したり、手を挙げることができない小さ
な命が、今も一生懸命生きていることを伝えるために
作りました。
「ココにいるよ」と、何かお手伝いしたいと思って

いても何ができるか不安で、大きな声を出すことがで
きない人がとかちにいます。「ココいる」を見かけた
ら、「ココにいるよ」とお互いに声をかけてみてくだ
さい。何かが始まるかもしれません。
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